
地

球

節

十

六客

筋
六
統

望
0

二
〇

滴
方
の
も
り
は
各
々
古
期
洪
積
層
を
切
っ

てそ
れ
に
傾
斜
HLJ持
た
せ
て
屠
る
｡
即
ち
之
等
は
洪
積
層
沈
積
後
も
活
動

せ
る
事
を
示
し
て
居
る
｡

之
等
の
順
序
は
唯

一
般
の
侭
向
の
み
で
あ
っ
て

生
成
後
も
幾
度
か
活
躍
し
ね
と
恩
は
れ
る
断
簡
の
生
成
順
序
を

正
確
に
き
め
る
事
は
甚
だ
国
難
な
罫
で
あ
る
｡
唯
前
述
の
石
田
川
及
び
揮
月
の
二
断
暦
は
最
近
に
至
る
迄
生
動
し
っ

ヾ
け
て
居
た
覇
は
断
言
出
来
る
の
で
あ
る
｡
(完
)

金

銀

殊

業

の

趨

勢

｢

世
界
金
銀
産
額
の
消
長

枇
邪
諮
問
に
於
け
る
物
情
の
標
準
は
金
若
-
は
鎚
で

あ
る
か
ら
､
金
銀
の
健
脚
は
放
け
る
産
鶴
と
其
櫓
減
の

磯
勢
が
寓
枝
物
概
は
影
響
し
'
延
で

山
鹿
綴
蹄
界
の
景

気
に
韮
大
な
る
結
果
を
招
致
す
べ
き
rJ
と
は
論
講
を
侯

た
ず
し
て
明
瞭
で
あ
る
｡

過
去
十
数
年
間
に
於
け
る
世
非
金
産
額
の
滑
長
を

1

幣
す
る
に
､
金
塵
籾
の
垂
向
は

-i
九

一
五
年
で
p
約
二

億
ポ
ン
ド
に
蓮
し
た
｡
敢
砥
堀
は
一
九
三

一年
で

一
九

石

ノ

成

孝

心
五
年
の
敢
高
街
に
此
し
約
三
割
二
分
の
減
産
を
不
L

LJ
､
其
前
年
即
ち

一
九
二
7
年
は
約
三
割
の
減
産
で
､

翌

一
九
二
三
年
は
二
割
二
分
の
減
産
で
あ
っ
た
.
其
筏

産
額
は
年
々
漸
次
噂
卸
し
た
'
即
ち

一
九
二
七
年

(
昭

和
二
)
に
は
四
億
〇
二
育
苗
弗
'

-i
九
二
八
年
に
は
四

億
〇
六
宵
寓
弗
'

一
九
二
九
年
に
は
四
億
〇
三
百
常
弗

で
､
昭
和
四
年
に
は
復
ね
減
産
し
た
.

聴
牌
大
戦
後
貨
幣
と
し
て
金
の
流
通
高
は
非
常
に
埼

加
し
た
が
､
産
額
は
其
割
合
は
槍
加
し
な

い
の
み
な
ら



ず
p
往
々
減
産
し
た
事
が
あ
る
'
今
後
金
の
需
要
は
年

々
締
約
非
の
聴
展
に
従
て
櫓
大
す
る
事
は
明
で
あ
る
が

金
の
産
額
が
亦
之
に
件
ふ
て
櫓
加
す
る
や
否
や
は
'
従

来
の
貸
席
は
鑑
み
て
頗
る

疑問
と
せ
ぬ
ば
な
ら
伯
､
否

恐
く
は
之
に
件
は
な

い
の
み
な
ら
ず
､
却
tiJ
減
産
の
傾

向
あ
る
部
は
､

鋤
業
の
薯
続
に
徴
し
て
殆
ん
ど
疑
を

容
る
る
の
飴
地
が
な

い
.

グ
ス
タ
ブ

･
カ
ッ
セ
ル
数
授

(p

rof.
Gu
st
av
C
a
sset)
の
説
に
よ
れ
ば
､
敢

近
世

非の
金
産

徹
は
金
h
t物
慨
の
標
準
と
し
て

一
定
の
値
h
.T

保
持
せ
し
ひ
る
に
必
婁
在
る
畳
に
達
せ
ず
'
其
約
三
分

の
二
に
過
ぎ
在

い
､
今
彼
此
の
趨
勢
を
持
宿
し
て
十
五

年
を
紹
過
せ
ば
､
悲
-
は
二
分
の

.i
ほ
充
た
な

い
に
至

る
で
あ
ら
う
､
従
で
物
懐
は

<l
瀞
下
落
す
べ
-
.
不
景

気
は
更
に
粍
刻
を
加
ふ
べ
L
と
p
又
北
米
倉
東
園
造
幣

局
長
ゼ
-
｡グ
ラ
ン
ト

(J
.
G
ran
t)氏
は
､
欠
張
豚
氷

世
界
金
座
箱
の
減
少
を
像
憩
L
p
遣
貨
幣
以
外
に
金
の

使
用
制
限
の
必
要
を
唱
道
し
､
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
博
士

(

D
r
.
F
ish
er
)
も
賂
水
性
邪
金
座
糖
の
減
少
の
薦
め
必

要
的
ほ
金
債
昂
騰
し
物
概
の
下
群
す
べ
FJを
像
憩
L
t

之
が
緩
和
策
と
し
て
ー
金
の
使
用
法
に

は
世
邪
諸
岡
む

命

銀
紬
某

の
趨

勢

通
じ
'

-i
牧
に
大
に
注
意
を
要
す
る
旨
h
t痛
論
し
て
屠

る
0今

世
界
諸
岡
の
大
多
数
は
金
貨
本
位
制
を
探
っ
て
居

る
が
､
金
産
紙
の
消
長
に
よ
-
ttJ
物
債
は
影
響
し
､
延

で
粒
酒
邪
の
動
揺
を
免
れ
な

い
か
ら
､
根
本
的
に
考
察

し
氷
れ
ば
､
金
が
果
し
て
物
値
の
標
準
と
し
て
最
も
通

富
家
-
や
否
や
を
考
究
す
べ
き
事
に
偽
る
の
で
あ
る
が

蓮
は
拙
論
的
の
問
題
で
あ
っ

て､
薯
際
問
題
と
し
て
庭

金
貨
本
位
制
を
急
に
塵
東
田

凍る
も
の
で
は
無

い
か
ら

是
非
北
ハ之
に
尊
慮
す
る
最
良
集
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
､
其
最
も
直
接
の
方
策
は
金
の
産
頓
を
出
凍
る
史
け

増
加
す
る
ほ
あ
る
か
ら
､
金
を
産
出
す
る
世
界
諮
問
は

於
で
は
'
官
民
共
同
し

て､
極
力
探
錬
､
選
焼
､
精
煉

運
搬
等
譜
有
設
備
の
改

良
は
努
め
専
ら
技
輔
の
進
歩
､

操
業
の
改
善
を
期
間
し
､
他
面
に
於
で
は
'
敢
新
の
撃

術
知
織
を
庵
用
L
t
新
館
床
の
探
険
閏
磯
に
精
進
し
､

以
LJ
す
ら
壁
産
教
の
低
減
と
産
額
の
樹
加
に
苦
心
努
力

せ
る
状
況
で
あ
る
'
是
に
対
し
て
本
邦
の
状
況
は
果
し

て
如
何
'
輔
も
金
の
購
柴
は
世
界
の
大
勢
上
早
晩
避
-

べ
か
ら
ざ
る
事
で
あ
る
の
は
勿
論
で
あ
る
が
､
金
が
解

M

二

二
.I
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禁
の
結
英
幸
僧
に
複
す
れ
ば
､
鋸
業
者
の
採
算
上
不
利

と
為
る
の
は
自
明
の
排
で
あ
る
.
従
で
産
額
の
減
少
と

共
は
他
両
は
放
て
著
千
金
の
拓
外
流
川
も
亦
免
れ
沿
道

排
で
あ
る
か
ら
､
解
楽
は
発
ち
､
是
等
ほ
封
す
る
相
皆

の
封
集
と
準
備
が
是
非
必
要
で
あ
る
､
只
姑
息
的
､
消

極
的
の
緊
縮
政
策
の
み
で
は
到
底
此
難
局
は
華
厳
す
る

所
以
で
醜

い
.
是
非
特
別
の
鋸
業
保
護
膜
勘
算
を
施
行

し
金
産
額
の
樹
加
を
賓
現
せ
ぬ
ば
琴
b
氾
害
で
あ
る
､

昨
年

一
月
本
邦
の
金
解
楽
に
際
し
､
果
し
て
匙
が
通
常

は
薯
行
せ
ら
れ
ね
で
あ
ら
う
か
､
吾
人
寡
聞
に
し
て

一

向
聞
知
す
る
虞
が
無

い
の
は
囲
力
の
発
覚
教
展
を
期
す

る
上
か
ら
も
賂
た
叉
刻
下
の
不
覚
束
挽
回
の
曙
光
を

一

日
片
時
79
早
-
観
止
と
す
る
囲
民

1
椴
の
熱
望
に
封
し

て
も
甚
だ
遺
憾
千
笛
で
あ
っ
て
､
骨
格
政
治
家
の
鯉
能

無
策
h
t乳
狸
せ
れ
ば
な
ら
ぬ
｡

銀
慨
は

一
九
二
九
年
以
凍
著
し
-
低
落
し
､

一
九
三

〇
年
六
月
に
は
従
来
の
最
低
に
降
つ
雪

此
政
情
低
落

の
主
な
る
原
因
は
､
主
と
し
て
生
産
の
過
剰
に
基
い
で

居
る
､
最
近
数
年
間
の
年
産
世
射
線
額
は

一
九
二
七
年

二
億
五
千

LI
官
笛
ト
ロ
イ
オ
ン
ス
t

l
九
二
八
年
二
億

節
六
兆

竺

二

二
二

五
千
七
官
寓
-
ロ
イ
オ
ン

ス

[

一
九
二
九
年
二
億
六
千

三
官
蕃
ト
ロ
イ
オ
ン
ス
で
､

憤
格
の
低
下
に
も
係
ら
ず

産
街
数
畳
は
年
を
達
て
漸
次
埼
加
の
趨
勢
で
あ
る
､
是

は
銀
が
金
額
や
銅
盤
､
鉛
'
並
鎗
鋸
等
の
糖
煙
の
副
産

物
と
し
て
産
班
す
る
の
が
多

い
か
ら
で
あ
る
O

銀
を
造
貨
幣
用
と
し
て
消
費
す
る
樹
は
p
支
部
と
印

皮
と
が
主
で
､
共
闘
､
沸
囲
'
和
蘭
等
ほ
於
で
も
亦
貨

幣
J
J
J
L
で
消
費
す
る
､
上
甑
の
銀
貯
蔵
局
は
於
け
る

銀
塊
貯
減
高
は
､
世
界
大
堅

剛
即
ち

1
九

-三

年
に
は

五
千

1
官
寓
オ
ン
ス
で
あ
っ
た
が
､

一
九
二
九
年
に
は

約
二
億
オ
ン
ス
に
槍
加
し
､
約
四
倍
と
為
っ
て
､
支
部

は
十
数
年
衆
擾
乱
絶
え
ず
､
商
業
貿
易
が
振
は
覆

い
か

ら
､
銀
の
需
要
も
割
合
は
増
加
せ
内
が
.
若
し
内
乱
が

鏡
足
せ
ば
'
四
億
の
民
衆
は
必
ず
欧
米
文
化
の
刺
撃
を

痛
烈
に
感
受
す
べ
-
､
従
て
種
々
の
物
資
を
要
求
し
､

支
郷
の
海
外
貿
易
は
必
ず

大は
活
況
&
.農
す
べ
く
､
原

料
品
は
支
那
よ
-
盛
に
輸
出
せ
ら
れ
､
製
晶
は
移
し
く

輸
入
せ
ら
る
べ
-
､
総
て
銀
懐
の
昂
膳
を
瑠
致
す
る
に

相
違
在

い
が
､
日
下
の
状
況
で
は
何
時
鬼
が
賓
現
す
べ

き
か
は
漁
期
の
阻
-
で
な

い
｡
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九
二
八
年
に
放
け
る
銀
の
消
費
高
は
'
支
部

一
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二
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四
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オ
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ス
'
印
鑑
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九
育
苗
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あ
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〇

二
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怨

表
に
示
eJ
た
如
し

金
の
産
額
に
於
で
世
鼎
諮
問
中

骨
位
を
占
ひ
る
は
南
東
の
ト
ラ
ン
チ
グ
ア
ー
ル
で
､
北

米
令
東
関
が
之
は
次
ぎ
､
第
三
は
英
領
加
奈
陀
p
第
四

は
露
囲

む
､
第
五
は
メ
キ
シ
コ
､
第
六
は
南
東
の
ロ
ダ

ン
ア
､
第
七
は
日
本
及
び
朝
鮮
､
第
八
は
英
簡
印
度
第

九
は
西
部
ア
ブ
-
カ
､
雛
十
は
コ
ン
ゴ
-
及
び
マ
ダ
ガ

ス
カ
ル
､
第
十

1
は
露
酉
戯
以
外
の
欺
雁
巴
､
第
十
二

は
支
那

も
第
十
三
は
兼
印
度
で
あ
る
｡

本
邦
金
座
楯
は
年
を
迫
ふ
て
増
加
し
'
朝
鮮
を
各
す

れ
ば
約
二
千
苗
圃
に
逢
し
､
健
脚
諸
岡
中
第
七
位
を
占

ひ
る
は
至
っ
た
が
p
荷
産
頻
世
界
に
冠
た
る
ト
ラ
ン
ス

プ
ア
ー
〝
の
約
二
〇
分
の

一
錫
､
第
二
位
た
る
北
米
各

衆
問
の
五
分
の

1
弧
は
過
ぎ
粕
｡

銀
の
産
額
は
於
で
断
然
世
界
は
冠
た
る
は
メ
キ
シ
コ

で
p
第
二
は
北
米
各
衆
圃
'
第
三
は
南
ア
メ
リ
カ
､
第

四
は
英
領
加
奈
陀
､
第
五
は
濠
太
刺
利
及
び
新
閣
蘭
､

第
六
は
欧
雅
巴
､
第
七
は
英
領
印
度
､
第
八
は
日
本
及

び
朝
鮮
.
第
九
は
中
部
ア
メ
リ
カ
､
第
十
は
東
印
度
､

灘
十

一
は
ト
ラ
-
ス
プ
ア
ー

〝
で
あ
る
｡

本
邦
鈍
磨
棟
は
大
正
六
年
約
五
常
九
千
賞
に
達
し
で

節
大
雄

望

凹

二
川

後
逐
年
減
産
t
､
大
正
十
三
年
に
は
約
三
寓
質
に
降
つ

カ
が
'
其
筏
経
た
漸
次
糖
度
L
t
昭
和
四
年
に
は
約
四

常
三
千
賞
は
上
り
､
世
界
諸
囲
中
第
八
位
と
喬
つ
た
が

相
性
弗
首
位
た
る
メ
キ

,b
コ
の
二
十
三
分
の

.i
p
第
二

位
た
る
北
米
各
衆
岡
の
十
三
分
の

一
に
及
ば
な
い
｡

南
惑
ト
ラ
‥ノ
ス
ブ
ア
ー
ル
の
産
金
は
､
ウ
イ
ッ
ト
ク

オ
ー
タ
ー
ス
ラ
ン
ド
(W
itw
ater
siand
)
が
中
心
地
で

金
庫
鶴
の
約
八
割
五
分
を
産
出
す
る

､
髄
床
は
所
謂
t

B
an
k
e
t
で
'

古
座
代
の
圃
磯
岩
中
に
金
を
肱
胎
し
､

錬

石
塊
戴
嚢
は
少
-
79
五
億
噸
と
計
上
せ
ら
れ
､
現
時

の
掘
探
畳
む
以
て
す
れ
ば
'
今
後
優
は
約
十
六
年
冊
縛

が
田
凍
る
と
い
ふ
串
で
あ
る
｡

第
十
九
世
紀
の
中
兼
は
於
で
濠
洲
の
産
金
は
､
賓
に

世
界
佳
日
の
的
と
馬
-
'
其
後
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
及
び

ア
ラ
ス
カ
の
砂
金
は
金
の
世
界
的
飢

餓
を
免

る
る
ほ
有

効
で
あ
っ
た
が
､
節
十
九
世
紀
の
兼
は
於
で
闇
ア
フ
-

カ
の
金
資
源
が
登
見
せ
ら
れ
て
以
米
､
免
罪
が
勃
興
し

其
産
額
が
賓
に
世
界
に
冠
た
る
に
至
っ
た
'
南
東
の
他

p
デ
シ
ア
'
西
部
ア
フ
リ
カ
､
英
領
印
度
､
加
奈
陀
､

濠
洲
等
の
主
葉
在
る
産
金
閥
が
何
れ
も
英
問
の
勢
力
範



園
で
あ
っ
て
p
基
金
紙
産
額
は

7
九

山
五
年
ほ
は
六
千

酋
ポ
ン
ド
に
連
し
た
が
､

一
九
二
九
年
に
は
五
千
九
可

六
十
常
ポ
ン
ド
に
減
じ
た
'
併
し
其
世
界
金
線
産
額
は

封
す
る
割
合
は
､

一
九
二
六
年
に
は
七
割
'

一
九
二
七

年
に
は
七
割

ft
分
'
二
八
年
に
は
七
割

一
分

一
厘
､
二

九
年
に
は
七
割

一
分
四
犀
で
､
漸
次
相
加
し
っ
つ
あ
る

捕
-
英
閲
の
勢
力
範
囲
か
ら
鹿
田
す
る
金
が
世
界
金
座

徹
の
大
部
分
を
占
ひ
る
部
は
.
英
園
の
揮
紳
界
に
於
け

る
優
秀
な
る
地
仲
と
勢
力
と
を
表
示
す
る
頗
る
注
意
す

べ
q
u串
境
で
あ
る
.

三
､
金
銀
鍍
柴
の
趨
勢

金
鋸
業
は
先
づ
砂
金
かLJ以
て
初
ま
-
漸
次
山
金

(
〟

名
躯
金

B
eTg･
G
old
)
の
採
掘
に
移
る
の
が
通
例
で
.

銀
鋸
は
金
叉
は
蛤
､
茄
紛
.
銅
鋸
に
件
ふ
の
が
普
通
で

あ
る
か
ら
､
銀
の
晶
棟
が
優
秀
で
あ
る
場
合
は
､
銀
山

と
し
て
特
に
銀
を
主
な
る
日
的
錬
物
と
し
て
稼
行
す
る

が
､

然
ら
ざ
る
場
合
は
､
金
'
銅
p
紛
､
恕
鎗
鮎
の
副

産
物
と
し
て
抽
出
せ
ら
る
る
事
が
多

い
.
本
邦
は
於
で

宙
水
銀
山
と
し
て
有
名
で
あ
っ
た
'
石
見
の
大
森
'
但

愈
純
銀
獣

の
趨
勢

馬
の
生
野
'
確
津
多
附
､
飛
騨
の
刺
岡
拝
に
茂
住
'
莫

濃
畑
位
､
岩
代
平
田
､
羽
後
阿
仁
p
院
内
､
陸
中
小
坂

尾
去
喋
等
の
館
山
は
､
今
は
多
-
は
銅
鉱
山
と
馬
ら
副

産
物
と
し
て
銀
を
産
出
し
､
其
の
他
は
厳
業
し
た
'
現

時
に
於
で
銀
は
全
然
金
'
銅
､
鉛
､
喪
鈴
鋸
の
副
産
物

で
､
猫
立
の
銀
銘
仙
は
本
邦
に

l
っ
も
無

い
戒
は
為
っ

た

0銀
の
産
額
に

於
で
世
邪
諮
問
に
冠
た
る
メ
キ
シ

コ

に

於
で
も
p
銀
慶
鶴
の
約
七
分
の

一
は
金
錬
及
び
東

尾

か

ら
抽
出
す
る
7?
の
で
､
其
他
は
悉
-
銅
'
飴
の
如
き
塊

基
性
金
属
精
塊
の
副
産
物
で
あ
っ
て
､
近
年
の
槍
産
は

主
と
し
て
優
先
浮
遊
選
触
法
の
進
歩
改
良
に
因
る
の
で

あ
る
.
同
均
覇
業
家
は
銀
偶
下
落
の
封
腫
策
と
し
て
大

量
錐
産
と
塵
鷹
壁
の
低
減
と
を
企
劃
し
LJ
か
ら
､
産
額

は
銀
市
債
の
著

し
き
低
落
に
係
ら
ず
年
を
逐
ふ
て
樹
加

し
た
､
占
屯
に
於

で
北
米
合
致
囲
､
支
部
､
印
度
の
如
き

主
要
在
る
銀
の
糠
入
園
は
､銀
は
封
し
輸
入
税
を
課
し
､

安
債
の
銀
の
流
入
を
防
止
せ
ん
と
し
た
p
是
が
薦
め
は

問
題
は
頗
る
遊
郭
化
し
､
多
少
生
産
の
制
限
を
飴
薫
無

-
せ
ら
る
る
ほ
至
っ
た
｡

M
二
五

二
:瓦



地

球

鮮
十
六
怨

本
邦
に
於
て
も
朗
は
金
鋸
又
は
銅
鋸
茄
鈴
蘭
等
の
精

癌
の
副
産
物
で
あ
る
か
ら
､
其
産
額
は
ま
鋸
物
は
よ
-,L

て
左
右
せ
ら
れ
.
銀
伐
の
下
落
に
係
ら
ず
.
銅
の
好
況

や
金
の
糖
度
は
裡
れ
て
増
加
し
た
'
本
邦
或
婁
鶴
川
に

於
け
る
銀
の
産
額
は
､
昭
和
五
年
に
於
て
は
日
立
躯
山

が
第

一
で
直
島
製
煉
所
が
之
に
次
ぎ
.
第
三
は
別
子
貌

山
'
窮
四
は
佐
賀
銅
製
煉
研
､
箪
玉
は
小
坂
焼
山
､
第

六
は
足
尾
'
第
七
は
糾
問
､
第
八
は
三
井
串
木
野
'
第

九
は
囲
富
p
第
十
は
佐
波
焼
山
で
あ
っ
た
｡

是
の
如
-
銀
は
世
界
を
通
じ
､
主
と
し
て
金
､
銅
､

鉛
､
諜
鈴
の
如
p
J金
属
の
副
産
物
と
し
1tJ
産
出
す
る
状

況
で
あ
る
が
､
金
に
就
て
も
亦
漸
次
rJ
の
傾
向
の
顕
著

と
為
-
氷
れ
る
革
質
を
否
む
事
が
出
水
ぬ
｡

産
瓶
の
世
非
に
冠
た
る
南
蛮
ト
ラ
ン
ス
ゲ
ア
ー
ル
の

産
金
は
主
と
し
て
金
躯
か
ら
抽
出
し
た

も
の
で
副
産
物

で
は
扱
い
が
､

ロ
デ
シ
ア
や
伯
耳
義
碩

コ
ソ
ゴ
ー
の
産

金
は
主
と
し
て
銅
餌
の

副
産
物
で
あ
る
｡
従
で
銅
鉱
業

の
発
達
に
よ
か
て
金
産
額
が
堀
加
す
る
の
で
あ
る
.

金
銀
の
産
額
に
就
て
世
界
語
閥
中
筋
二
位
を
占
ひ
る

北
米
倉
衆
閥
に
於
で
は
'

1
九

i
九
年
に
は
金
座
萌
の

鰐
大
紋

Ii
77六

二
六

約
九
割
弧
は
乾
珪
醜
貌
と
砂
金
か
ら
得
た
79
の
で
'
基

性
金
属
親
戚
の
副
産
物
た
る
金
は
倭
に

一
割
鍋
に
過
ぎ

ど
-
L
が
'

一
九
二
八
年
に
は
二
割
五
分
に
樹
加
し
た

又
一ー
九
二
九
年
銀
産
額
の
三
割
六
分
七
厩
は
乾
珪
酸
敦

か
ら
牧
村
し
た
が
､

一
九
二
八
年
に
は

一
割
九
分
三
原

に
減
じ
､
鍛
錬
か
ら
得
た
銀
は
､

Li
九

一
九
年
に
は
二

割
七
分
七
厘
で
あ
っ
た
が
t

l
九
二
八
年
に
は
二
割
三

分
二
厨
に
減
じ
､
銅
鋸
か
ら
碍
ね
銀
は
.
二
割
四
分
八

厩
か
ら
二
割
五
分
四
鹿
は
増
加
し
た
､
叉
銅
鎗
鋭
及
び

銅
'
鉛
､
惑
給
餌
か
ら
取
得
し
た
銀
は
'

1
九

一
九
年

に
は
機
は
四
囲
で
あ
っ
た
が
､

一
九
二
八
年
に
は
三
分

入
園
に
樹
卸
し
た
､
以
上
を
概
帯
す
る
に

一
九

一
九
年

に
は
､
鈍
磨
鶴
の
六
割
三
分
二
犀
は
基
性
金
属
槻
石
か

ら
取
得
し
､
三
割
六
分
入
園
は
砂
錬
及
び
乾
珪
牌
鋸
か

ら
牧
村
し
た
が
､

一
九
二
八
年
に
は
基
性
金
属
槻
石
か

ら
牧
称
す
る
銀
は
､
八
割

1
分
六
床
は
上
身
､
砂
鋸
及
び

乾
珪
酸
鋸
か
ら
取
得
す
る
銀
は
'

一
割
九
分
田
原
に
減

じ
た
.
更
は
製
煉
法
に
因
る
金
'
銀
の
抽
出
畳
に
就
き

一
九

<I
九
年
と

一
九
二
八
年
と
を
比
較
す
る
に
先
づ
砂

金
か
ら
収
得
し
た
金
は
二
割
五
分
六
厘
か
ら
P

一
割
九



介
的
厘
は
減
じ
､
混
売
法
は
図
る
金
の
柚
揖
最
は
大
差

な

い
が
､
骨
化
法
に
因
る
金
の
畳
は
二
割
八
分
五
厩
か

ら
.

一
割
七
分
に
減
じ
.
同
法
に
周
る
鈍
は
.1
割
三
分

八
犀
か
ら
七
分
三
犀
に
減
少
し
た
｡
之
に
反
し
白
棒
製

煉
法
(S
m
eltin
g
)
に
図
る
金
の
抽
出
量
は
'

一
割
四
分

四
厘
か
ら
三
割

一
分
七
厘
に
塘
加
し
､
同
法
に
因
る
銀

は
､
八
割
五
分
五
狸
か
ら
.
九
割
二
分
三
原
に
樹
加
し

た
'
之
を
婁
す
る
は
砂
餌
か
ら
取
得
す
る
金
銀
や
乾
珪

酸
鋸
か
ら
骨
化
法
は
固
-
抽
出
す
る
金
銀
の
畳
は
年
を

逐
ふ
て
減
少
し
､
自
熔
製
煉
法
に
依
-
.
銅
､
鎗
'
亜

鉛
焼
の
如
き
韮
性
金
属
磯
か
ら
分
離
抽
出
す
る
副
産
物

的
の
金
銀
の
最
は
漸
次
樹
加
の
趨
勢
で
あ
る
｡

前
紀
の
趨
勢
は
､
世
界
的
で
あ
っ
て
本
邦
騎
業
の
上

に
も
確
は
之
を
説
ひ
る
事
が
H
凍
る
､
即
ち
昭
和
四
年

に
於

でp
一
般
鮫
碑
界
の
沈
滞
'
金
融
の
横
暴
､
銀
慨
の

恭
藤

等
o
凡
て
鮎
業
に
不
利
夜
わ
し
に
も
係
ら
す
'
金

は
鯛
の
増
産
に
件
以
前
年
は
此
し
､
三
分
の
増
産
を
親

政
は
金
､
銅
の
副
産
物
と
し
て
四
分
の
糖
度
堅
不
し
た

本
邦
東
要
錬
山
に
於
け
る
金
の
産
街
は
､
昭
和
五
年
ほ

於
で
日
立
鶴
山
が
第

t
で
.
第
二
は
佐
賀
銅
製
煉
所
､

余

鎚
鍬
B
.#
の
趨
妙

第
三
は
鯛
隼
鶴
川
､
第
四
は
直
島
製
煉
所
､
第
五
は
三

井
串
本
野
鶴
山
.
約
六
は
刺
子
'
第
七
は
鴻
之
舞
､
第

八
は
小
坂
､
窮
九
は
佐
波
､
第
十
は
山
ケ
野
'
第
十

iI

は
間
宮
'
第
十
二
は
足
尾
館
山
で
あ
る
｡

前
記
の
渚
鋭
山
中
金
銀
鋸
を
目
的
と
し
て
稼
行
し
､

菅
化
精
煉
法
を
施
行
し
て
屠
る
の
は
鯛
塵
､
三
井
轟
木

野
'
池
之
舞
'
佐
綾
'
山
ケ
野
の
渚
鋭
山
で
､
其
他
は

何
れ
も
白
熔
製
煉
法
に
よ
-
釦
の
副
産
物
と
し
て
金
銀

を
抽
出
す
る
蝕
山
叉
は
製
煉
所
で
あ
る
､
今
こ
の
間
者

の
金
産
額
を
比
較
す
る
ほ
､
後
者
は
前
者
の
二
倍
以
上

で
あ
る
､
約
言
す
れ
ば
金
銀
鋸
山
よ
-
79
銅
鋸
山
の
方

が
金
銀
の
産
出
鶴
に
於
で
迄
に
韮
嬰
の
任
地
を
占
ひ
る

に
至
っ
た
｡
此
趨
勢
は
今
後
益
々
甚
し
-
為
る
も
の
と

考

へ
ぬ
ば
な
ら
粕
.

姦
幣
の
金
爪
石
､
瑞
芳
雨
鋭
山
に
放
て
も
近
年
島
内

に
於
け
る
金
銀
鯨
の
製
嫌
を
減
じ
､
鋭
石
を
佐
賀
開
裂

煉
所
は
迭
わ
､
自
熔
製
蟻
に
附
し
て
屠
る
､
金
銅
蝕
の

掘
森
泉
が
此
年
著
し
-
樹
加
し
､
金
山
が
漸
次
金
銅
山

に
挺
化
し
て
居
る
､
本
邦
内
地
に
於
で
79
小
坂
p
佐
波

銀
山
の
如
き
は
常
で
金
銀
焼
山
で
あ
っ
た
が
今
は
金
銅

望
七

二
七



地

球

仙
卿

十

六

怨

鮎
川
は
移
化
し
て
居
る
｡

朝
鮎
平
安
北
道
の
雲
川
､
三
成
も
昌
城
､
跳
載
､
輩

梅
道
の
柴
浦
､
恩
情
両
道
の
撒
け
､
平
安
商
道
の
三
穂

慶
翻
覇
道
の
統
皆
､
黄
海
道
の
遊
安
､
姦
雄
南
道
の
光

陰
等
の
諸
鋤
山
の
鐘
石
は
珪
酸
根
で
､
骨
化
袈
焼
牢
記

と
し
て
行
っ
て
屠
る
､
即
ち
朝
鮮
産
の
金
銀
は
遮
性

金

属
精
規
の
副
産
物
で
は
無

い
｡

前
記
の
如
-
金
銀
鋤
山
は
漸
次
金
銅
脱
出
は
移
化
し

自
熔
袈
煉
法
は
佐
久

基
性
金
属
製
嫌
の
副
産
物
と
し

て
抽
出
す
る
金
銀
の
畳
が
年
を
逐
て
増
加
す
る
報
が
世

堺
的
大
勢
で
あ
る
か
ら
､
金
銀
の
産
額
が
鋤
､
鈴
､
鵡

鉛
の
如
き
基
性
金
属
の
市
況
は
左
右
せ
ら
れ
て
消
長
h
.

氷
す
事

を
免
れ
を

い
｡

他
両
に
於
で
成
分
の
極
め
tJ
梅
酢
な
る
錬
石
や
品
種

の
低

い
鯨
石
を
分
離
し
て
有
利
は
精
鉱
と
馬
す
べ
き
優

先
浮
選
鋸
の
如
き
選
鶴
法
の
進
孝
ヤ
p
金
属
抽
出

の
薯

収
率
を
向
上
す
る
製
炊
法
の
改
良
が
今
後
澱
も
釆
大
で

あ
る
か
ら
､
北
米
倉
東
閥
に
於
で
は
､
是
は
向
で
､
多

大
の
経
典
と
弊
力
む
寄
ま
ず
.
幾
多
の
試
塊
を
韮
ぬ
優

秀
の
成
績
を
畢
げ
で
屠
る
､
蓮
と
同
時
に
探
錬
方
面
に

姉

六

既

望

八

二

八

も
新
座
面
を
開
拓
し
.

従
衆
の
電
束
探
鉱
法
の
外
に
重

力
偏
差
に
依
る
蔭
､
電
磁
気
戚
臆
はこ
依
る
法
､
放
射
髄

効
は
依
る
法
.
地
震
波
樽
播
ほ
依
る
法
等
を
賓
施
し
､
ー

器
械
も
技
術
も
益
々
進
歩
L
p
地
下
錬
成
の
倖
澄
'
形

状
等
の
推
定
が
愈
々
正
確
と
為
-
､
珠
鋸
の
終
栗
を
減

じ
､
時
間
を
短
縮
し
た
事
は
薯
は
多
大
で
あ
る
と

い
ふ

の
は
異
は
驚
嘆
の
至
-
で
あ
る
｡

四
､
結

語

世
界
的
に
金
は
精
々
減
産
の
傾
向
が
あ
-
､
銀
は
副

産
物
と
し
て
雄
度
過
剰
の
結
果
倍
格
の
暴
落
を
氷
L
t

生
産
制
限
の
止
む
な
P
,状
勢
で
あ
る
､
金
貨
本
位
制
を

維
持
し
譜
物
慨
と
構
衛
を
保
允
し
め
人
馬
め
に
は
､
是

非
覇
業
,<LJ
保
護
奨
期
し
'
金
の
増
産
を
期
間
せ
ぬ
ば
な

ら
ぬ
｡

猫

立
鋸
葦
と
し
て
の
金
銀
鋸
魔
は
世
界
的
は
漸
次
衰

耗
減
少
し
､
品
性
金
属
精
規
の
副
産
物
と
し
て
金
銀
の

産
額
が
年
を
達
て
兎
嬰
と
為
る
傾
向
が
あ
る
'
金
銀
舘

の
既
知
天
魚
資
源
は
漸
次
減
少
し
'
礎
石
の
晶
位
は
低

下
し
､
性
質
は
愈
々
複
雅
を
加

へ
る
か
ら
.
之
を
有
利



ほ
塵
排
す
る
為
め
に
は
､
探
鋸
､
選
鶴
'
柿
棟
の
各
方

面
に
向
て
p
技
術
の
進
歩
改
善
に
侯
ね
ぬ
ば
な
ら
ぬ
､

是
と
同
時
に
新
錬
床
の
探
検
開
教
に
封
し
て
も
優
秀
な

る
知
識
や
披
楯
を
要
求
す
る
､
是
等
の
進
歩
糖
連
に
は

幾
多
の
試
蚊
が
必
婁
で
あ
る
か
ら
'
揮
琴
や
夢
力
む
寄

ま
ず
遭
戚
夜
-
常
新
著
を
活
動
せ
し
め
ぬ
ば
な
ら
附
｡

婁
之
這
般
地
鴛
の
関
数
は
､
問
カ
を
充
賓
す
る
問
家

的
卸
業
で
あ
っ
て
､
決
し
て

一
私
人
の
僚
利
と
見
放
す

べ
き
訴
業
で
無

い
か
ら
'
官
民
協
力
し
て
敢
善
の
努
力

を
為
す
べ
き
で
あ
る
､
是
が
薯
行
の
方
法
は
固
よ
-
憐

基
の
考
慮

を
賢
し
､
幾
多
の
絵
に
岐
る
べ
き
も
'
筆
者

の
愚
案
に
浮
ぶ
所
左
の
如
き
も
の
が
あ
る
｡

tL
､
囲
難
を
以
て
精
煉
所
を
通
皆
の
個
所
は
設
置
し
'

粗
放
の
方
法
を
研
究
し
各
地
各
種
の
礎
石
を
基
め
で

敢
79
有
利
に
揮
炊
す
る
方
法
を
講
ず
る
輩
｡

二
.
錬
業
者
に
封
し
政
府
よ
-
低
利
資
金
融
通
の
方
法

を
設
け
､
資
金
の
融
通
を
園
附
容
易
な
ら
し
ひ
る
甲

三
p
碩
石
の
銭
遭
運
賃
を
成
る
べ
-
低
廉
夜
ら
し
ひ
る

都

｡

凹
､

閣
内
は
勿
論
､
痢
-
南
洋
､
支
邦
､
満
堂
､
兼
部

シ

べ
-
ア
等
に
政
府
よ
か
.
技
術
者
を
派
遣
し
'
有

用
の
天
然
資
源
の
状
況
､
気
候
､
交
通
､
物
情
等
の

罫
境
を
成
る
べ
-
周
密
報
告
せ
し
め
､
駄
業
企
割
者

の
参
考
に
資
す
る
串
｡

五
'
規
格
標
準
を
定
め
政
府
は
於
で
蛮
-
礎
石
藍
月
上

げ
中
小
貌
業
者
の
事
業
を
成
る
べ
-
簡
易
怒
ら
し
ひ

る
事
｡

六
'
翫
業
者
は
成
る
べ
-
協
同
紅
紫
を
為
し
､
距
費
の

節
約
.
銀
座
教
の
低
減
と
大
泉
庄
産
を
期
間
す
る
事
｡

七
'
髄
業
者
は
北
ハ存
黄
熱
の
班
憩
の
下
に
'
出
来
得
る

限
-
相
互
の
便
益
を
計
る
事
O

(
終
-
)

金
紙
孤
紫

の
趨
勢

望

九

二
九


